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加藤選手・太田選手の五輪報告加藤選手・太田選手の五輪報告 地域密着型複合施設「ほなみ」完成地域密着型複合施設「ほなみ」完成

最上町すこやかプラザ落成式最上町すこやかプラザ落成式
　山形県初の認定子ども園「最上町すこやか

プラザ」が完成しました。

　バンクーバーオリンピックに出場した、県

出身の加藤条治選手は、スピードスケート男

子５００ｍで銅メダルを獲得。またパラリン

ピックに出場した太田渉子選手は、ノルディ

ックスキー距離女子スプリント立位で銀メダ

ルを獲得しました。メダルは思いのほか重い

ものでした。心よりお祝い、お喜び申し上げ

ます。

　昨年のサッカー、モンテディオ山形Ｊ１残

留に引き続き、スポーツ分野での県勢の活躍

は県民に夢と希望を与えてくれます。県議会

のスポーツ振興議員連盟は全議員が参加して

おり、会長の職にある私としては、今後もこ

とあるごとに、応援、情報発信してまいりた

いと考えております。

　現在、最上地方では特養等の施設入所待機

者が約７００名ほどおいでになり、未だ増加

の傾向にあります。その対策として、国は昨

年度より基金を創設し、法人・自治体に協力

をいただいた上で、施設の新築、増床を計っ

ています。22年度は戸沢村、鮭川村での計画

がありますが、積極的に支援したいと思いま

す。昨今、「コンクリートから人へ」という

キャッチフレーズが流行しましたが、私が思

うに政治、行政は、「人から人へ」が基本で

あり、適切なものは、各施設、道路等をつく

り、多くの人に利用してもらう事が本筋です。

「ほなみ」は、社会福祉法人舟和会が統合し

た旧保育所を改築し、開設したもので、21年

度は他に金山町の特養において増床が計られ

ました。
ホンモロコ・わさびの試食会ホンモロコ・わさびの試食会

　少子化社会における子育て支援の中核施設

として整備されたもので、幼保一元を図り、

子育て世代をはじめ異世代間のコミュニティ

ー活動を充実し、地域ぐるみの子育てを実践・

支援する場を創出するうえで、大きな期待が

もたれており、ＮＰＯ法人も入所し、施設内

で学童放課後支援を行います。

　大蔵村に新名物が生まれつつあります。ひ

とつは高級淡水魚のホンモロコ、そしてもう

ひとつはわさびです。共通点は天からいただ

いた名峰月山の湧き水で育てられております。

　私の食味食感から言えば、ホンモロコは天

ぷらやフライがとても美味しかった。わさび

はそばつゆの薬味の時は清々しい香りと甘い

ような辛さ、板わさの薬味の際はビシッとし

た辛さが印象的でした。

　このように各地でみんな一生懸命努力工夫

しています。第６次産業という産業に乗り遅

れないよう、県もしっかりと後押ししなけれ

ばなりません。

すが　すが

右から加藤条治選手、佐貝議長と私

加藤条治選手の
銅メダル

舟和会の井上
理事長と共に

太田渉子選手も報告に来てくれました
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